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令和７年度 公益財団法人若狭湾エネルギー研究センター 
動物実験の実施状況等に関する点検及び評価について 

  

公益財団法人若狭湾エネルギー研究センター（以下、「当法人」という）では、「公益財団法人若狭湾エネルギ

ー研究センター動物実験及び実験動物取扱規程」（以下、「規程」という）について、「研究機関等における動物

実験等の実施に関する基本指針」（文部科学省告示第七十一号。以下「基本指針」という。）及び「実験動物の飼

養及び保管並びに苦痛の軽減に関する基準」（環境省告示第八十八号。以下「飼養保管基準」という。）、日本学

術会議が作成した「動物実験の適正な実施に向けたガイドライン（平成 18 年 6 月）」（以下「ガイドライン」とい

う）と適合しているかについて点検・評価を行い、その結果、全体的には概ね基本指針、飼養保管基準及びガイ

ドラインに適合していることが認められました。  

あわせて、令和７年度の動物実験委員会の開催ならびに動物実験等の実施状況などについて、規程に基づ

き適切に運営・実施されているかについて点検・評価を行いました。点検項目及びその評価は以下のとおりで

す。  

 【Ⅰ．規程及び体制等の整備状況】   

１．機関内規程  

基本指針に適合する規程として「公益財団法人若狭湾エネルギー研究センター動物実験及び実験動物取扱

規程」（以下、「規程」という）が定められていることを確認。 

当法人は、加速器を用いたマウスへの照射実験を行っており、基本指針、飼養保管基準に対し、当法人の規

模に基づいて規程が一部簡素化されている。 

２．動物実験委員会  

基本指針に適合する動物実験委員会が置かれている。 

委員会議事録等により、規程に基づき、動物実験及び実験動物に関して優れた識見を有する者を外部委員

として選定していることが確認できる。 

３．動物実験の実施体制 

規程は基本指針に適合し、動物実験の実施体制が定められている。  

４．安全管理に注意を要する動物実験の実施体制 

該当する動物の実験を想定していないため規定されていない。なお、該当する動物実験が発生する場合は

規程を改定する条項が定められている。 

５．実験動物の飼養保管の体制  

規程には、基本指針や実験動物飼養保管基準に準拠した飼養保管について、善管注意義務としての条項が

定められている。 

６．安全衛生 

実験動物に由来するアレルギー等について検診等を受診させる等、適正な措置を講じることが定められてい

る。 

７．教育訓練 

当法人に所属しない者を含め、当法人内で動物実験等に従事する者に対する教育訓練を行うこと、およびそ

の受講内容が定められている。 

８．その他 

対象としている動物がマウスのみのため、規定における飼養のための施設に関する条項は省略されている。 

なお、実験動物の種別拡大等により、教育を含む管理体制の強化が必要な場合は、規程を改定する条項が

定められている。  
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【Ⅱ．実施状況】  

１．動物実験委員会  

規程に基づき、外部からの持込みによる加速器を用いたマウスへの照射実験を含む全ての動物実験を対象

に、動物実験責任者から計画申請に基づき、委員会にて妥当性等が審議された。また、規程どおり全ての動

物実験について委員会による計画承認後に実験が実施されている。 

また、実験終了後の報告についても全ての実験について審議され、その妥当性を評価している。 

 《委員会構成》 

〇内部委員（公益財団法人若狭湾エネルギー研究センター） 

専務理事（委員長） 

研究開発部 次長（副委員長） 

研究開発部長 

管理部長 

研究開発部 次長 

研究開発部 粒子線医療研究室 主任研究員 

〇外部委員 

一財）電力中央研究所 副研究参事（医学博士） 

 《委員会開催状況》 

年度 回 実施日 委員会内容 

Ｒ７ 

第１回 令和７年４月１日 
令和６年度動物実験結果報告の評価・承認（５件） 

令和７年度動物実験計画の審査（新規２件） 

第２回 令和７年５月１２日 動物実験及び実験動物取扱規程改定の審議 

第３回 令和７年９月４日 令和７年度動物実験計画の審査（新規２件、変更１件） 

Ｒ８ 第１回 令和８年４月７日 
令和７年度動物実験結果報告の評価・承認（４件） 

令和８年度動物実験計画の審査（新規２件） 

※結果、計画の全案件について承認された。（一部、委員の意見に基づいて、動物実験計画書等の

修正を要請し、その修正を確認して承認したものを含む） 

 

２．動物実験の実施状況および実験動物の飼養保管状況  

承認された計画に基づき動物実験が実施された。実施結果についても、全ての実験について規程に適合し

ているものと判断された。 

また、実験動物の飼養についても、基本指針や飼養保管基準、及び規程に適合し、適正に実施している。 

《令和７年度動物実験結果（種別：全てマウス）》 

区  分 研究計画数 実 績 

外部からの持込み ３ ９９匹 

当法人内部（飼養対象） １ 210 匹 
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４．教育訓練の実施状況 

令和７年６月９日に規程が変更されたことを受け、第 8 章教育訓練 第 24 条(2)に基づき、当法人内で動物

実験等に従事する者全員に対する教育訓練が実施された。 

 《規程変更についての教育訓練実施状況》 

区 分 人 数 合  計 

当法人に所属しない者 5 名 
１０名 

当法人に所属する者 ５名 

 

 

以  上 


